
　

春
日
井
市
の
人
口
は
、市
と
な
っ
た
昭
和 

18
年
が
５
万
人
台
で
、以
後
32
年
ま
で
多
少

の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、ほ
ぼ
５
万
人
台
が

続
き
ま
し
た
。昭
和
33
年
に
高
蔵
寺
町
と

坂
下
町
を
合
併
し
て
７
万
人
台
と
な
り
、８

万
人
台
と
な
っ
た
36
年
か
ら
50
年
ま
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
開
発（
昭
和
43
年
入
居
開
始
）に

よ
っ
て
、毎
年
１
万
人
前
後
の
割
合
で
人
口

増
加
が
続
き
ま
す
。10
万
人
を
超
し
た
の
は

昭
和
38
年
、20
万
人
を
超
し
た
の
は
49
年

で
す
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、市

の
人
口
増
加
率
は
常
に
愛
知
県
全
体
の
増

加
率
を
上
回
っ
て
お
り
、特
に
40
年
代
は
県

の
増
加
率
の
３
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
ま

し
た
。こ
の
期
間
中
、県
下
で
は
工
業
化
や

都
市
化
が
進
展
し
、人
口
は
確
実
に
増
え
て

い
た
の
で
す
が
、市
の
人
口
は
そ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
勢
い
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、昭
和
40
年
の
人
口
増
加
率

は
、35
年
と
比
較
す
る
と
愛
知
県
が
１
４
・

１
％
、市
が
５
１・９
％
、昭
和
50
年
は
45
年

と
比
較
す
る
と
愛
知
県
が
１
０
・
０
％
、市

が
３
０
・
８
％
で
し
た
。昭
和
50
年
代
半
ば

か
ら
は
人
口
増
加
率
は
徐
々
に
緩
や
か
に

な
り
、昭
和
55
年
は
50
年
と
比
較
す
る
と

愛
知
県
が
５
・０
％
、市
は
１
３
・７
％
で
し

た
。一
時
期
の
勢
い
は
鈍
化
し
た
と
は
い
え
、

市
の
人
口
は
以
後
も
ゆ
っ
く
り
と
増
加
を

続
け
、平
成
17
年
に
は
30
万
人
を
突
破
し

ま
し
た（
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
外
国
人

登
録
に
よ
る
）。

　

快
適
な
都
市
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
、洗
面
、炊
事
、入
浴
、ト
イ
レ
な
ど
、水
を

必
要
と
す
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
工
場
な
ど
に
も
多
く
の
水
が
使
わ
れ

ま
す
。

　

水
道
事
業
は
常
に
先
々
の
人
口
を
想
定

し
て
、人
々
が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
給
水
量
を
見
込
み
、事
業
の
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
予
想
を
上

回
る
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
増
加
が
続
い
た
た

め
、市
は
現
在
ま
で
に
７
期
に
わ
た
る
拡
張

事
業
を
実
施
し
、必
要
と
す
る
給
水
量
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
４
期
拡
張
事
業
ま
で
は
、地
下
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
を
水
源
と
し
、

各
家
庭
へ
給
水
す
る
ま
で
の
浄
水
・
送
水
・

配
水
施
設
の
整
備
が
中
心
で
し
た
。

　

現
在
、市
内
に
は
合
計
17
か
所
の
水
源

（
深
井
戸
）が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
水
源
の
内

訳
は
町
屋
送
水
場
７
か
所
、知
多
配
水
場

と
廻
間
配
水
場
各
５
か
所
で
す
。こ
の
３
つ

の
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
浄
水
施
設
を
備
え
て

い
ま
す
。深
井
戸
か
ら
の
水
量
は
、市
の
水

道
事
業
が
供
給
す
る
水
量
の
約
20
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
率
が
県
の

３
倍
以
上
の
時
代
も

自
己
水
源
の
確
保
と

施
設
の
整
備

人口急増の影響

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み
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